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取扱説明書
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、説明のとお
り正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」（P.6～P.10）は、必ずお読みいただき、
安全にお使いください。
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せん。
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ドライブレコーダー機能ガイド
本機は付属の microSD カード（以降 SD カード）に映像を記録保存します。
必ず付属の SD カードを挿入してからお使いください。

セットアップ機能について
本機は電源を最初に入れたときにセットアップメニューが表示されます 。
メニュー画面の指示にしたがって設定を行うことで、取り付けに関する基本的なセットアップが完
了します。MENU 画面からも同様にセットアップ機能で設定を行うことができます。（  P.32）

録画機能について
本機は運転中（画面中央に録画中の表示が出ている間）の映像を録画することができます（常時録
画）。
さらに、運転中に車両に大きな衝撃が加わった場合や運転警告アラートが発生した場合に、その前
後の映像を録画することができます（イベント記録）。
※　ただし、MENU 画面の表示中は、常時録画およびイベント記録ともに、録画はできません。

 

常時録画

P.30

運転中（画像中央に録画中の表示が出ている間）常に録画しています。

GO

常時録画

到着

イベント記録 P.30

本機が衝撃やアラートを検知するとイベント記録を開始します。

イベント記録GO
常時録画 常時録画

到着

衝擊等

衝撃等検知前　衝撃等検知後

■ 録画ファイルの上書き保存について
録画ファイルは、常時録画とイベント記録に分けて保存しています。SD カード内のそれぞれの録
画領域がなくなると、録画日時の古いファイルから上書きして録画します。

P.16
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運転支援機能について
本機は運転している際、前方の車に近づきすぎたときや、走行車線をはみ出したとき等に、
アラートでお知らせが可能です。
付録の「運転支援機能について」 （  P.37）もあわせてご覧ください。
※　運用事業者の設定によって機能の有効/無効が異なる場合があります。

アラート名称 概要

前方衝突アラート 走行中に前方車両と衝突の危険があると判断したときにお知らせし
ます。

車線逸脱アラート 
走行中に車線を逸脱したと判断したときにお知らせします。
逆光、雨天、走行レーンの汚れなど、条件によっては正しく動作し
ないときがあります。

車間距離不足アラート 走行中に前方車両との車間距離が不足していると判断したときにお
知らせします。

急加速・急減速 急加速・急減速と判断したときにお知らせします。

急ハンドル 急なハンドル操作と判断したときにお知らせします。

ふらつき 運転中のふらつきと判断したときにお知らせします。

速度超過 一定時間継続して速度超過したと判断したときにお知らせします。

長時間走行 走行時間が 2 時間を超過したと判断したときにお知らせします。

ドライバーモニタリングシステムについて
本機は、当社指定のサブカメラと合わせて使用することで、重大事故につながりやすいドライバー
の行動を判断し、アラートでお知らせすることが可能です。

検知内容
•　居眠り

居眠りと思われる状態と判断したときにお知らせします。
•　わき見

上下のわき見と判断したときにお知らせします。
※　基本的に、左右の検知は行いません。

•　携帯電話で通話
携帯電話をかけているような動作と判断したときにお知らせします。
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付属品
本機の取り付け、配線、ご使用の前に、すべての付属品が入っていることを確認してください。

取付ブラケット x 1
（両面テープ付き）

DC アダプタ x 1 DC アダプタ
ケーブル（5m）　 x 1

ソケット用ケーブル（2m）　 x 1　（※1） 内部配線用ケーブル（1m）　 x 1　（※1）

microSD カード
（8/16/32/64/128/
256 GB） x 1　（※2）

ケーブルクリップ x 10 SD カードカバー x 1

•　ケースに入っている、小さ
い方が microSD カードで
す。大きい方はパソコン等
で録画ファイルを再生する
とき等に使用する SD カー
ド変換アダプタです。

専用（特殊ネジ）ドライバー x 1 専用クリーナー x 1
（個装袋に入っています。）

面ファスナー x 1

 
※1　同梱品はご注文時の構成により異なります。ご注意ください。
※2　8/16/32/64/128/256GB のいずれかの microSD カードが入っています。
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安全上のご注意（必ずお守りください）
お客さまや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、必ずお守りいただくことを
説明しています。

■ 表示を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区別して、
説明しています。

人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される内容を
示しています。

人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害の発生が想定され
る内容を示しています。

■ お守りいただく内容の種類を絵記号で区別して、説明しています。

注意（警告を含む）が必要なことを示す記号です。

してはいけない行為（禁止行為）を示す記号です。

必ずしてほしい行為（強制・指示行為）を示す記号です。

免責事項について
この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品の使用によってお客さ
ま、または第三者が受けられた損害については、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社
は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

著作権について
•　個人が楽しむ場合であっても、権利者に無断で録画・撮影・録音することはできない場合があ

ります。
•　録画・撮影・録音することが権利者によって許可されていても、個人で楽しむ視聴以外の利用

が許可されていない場合があります。

 警告
取り付けや配線について

■ 本機は DC12V/24V⊖アース車以外で使用しない
火災や故障の原因になります。DC12V/24V⊖アース車以外で使用しないでくださ
い。

■ エアバッグの動作を妨げる場所には、絶対に取り付けと配線をしない
エアバッグの誤動作や動作したエアバッグでドライブレコーダーがはずれて、死亡事
故やケガの原因となります。エアバッグ装着車に取り付けるときは、車両メーカーに
作業上の注意事項を確認してください。
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■ 視界や運転操作を妨げる場所、同乗者に危険を及ぼす場所には取り付け
ない

交通事故やケガの原因となります。

■ 取り付けやアース配線に車の保安部品（ステアリング、ブレーキ、タン
クなど）のボルトやナットを絶対に使用しない

交通事故やケガの原因となります。

■ 本機は保安基準の取付許容範囲外に取り付けない
視界不良や本機がはずれて、事故の原因となります。

■ 取り付け・配線は、安全のため専門技術者に依頼する
取り付け・配線、取り外し、周辺機器の追加は専門技術が必要です。誤った取り付け
や配線をすると車に重大な支障をきたし交通事故の原因となります。

■ 説明書に従って取り付け・配線をする
火災や故障の原因となります。作業は手順どおりに正しく行ってください。

■ 作業前に、車体のパイプ類、タンク、電気配線などの位置を確認する
車体に穴を開けて取り付ける場合はパイプ類・タンク・電気配線などに干渉・接触し
ないよう注意して、加工部のサビ止め・浸水防止処理をしてください。火災や感電の
原因となります。

■ 必ず付属の部品や指定の部品を使用する
機器の損傷や確実に固定できず外れて事故や故障、火災の原因となります。

■ ケーブル類は、運転を妨げないように引き回し固定する
ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと、交通事故の原因と
なります。

■ 車体やネジ部分、シートレールなどの可動部にケーブルを挟み込まない
ように配線する

断線やショートにより、火災や感電、故障の原因となります。

■ ケーブルの被覆のない部分はテープなどで絶縁する
被覆がない部分が金属部に接触するとショートによる火災や感電、故障の原因となり
ます。

■ 取り付け・配線後は、車の電装品が正常に動作することを確かめる
車の電装品（ブレーキ、ライト、ホーン、ウインカー、ハザードなど）が正常に動作
しない状態で使用すると、火災や交通事故の原因となります。

■ ねじなど小物部品や SD カード、はがした剥離紙は乳幼児の手の届かな
いところに置く

誤って飲み込むおそれがあります。万が一、お子さまが飲み込んだ場合は、ただちに
医師と相談してください。

■ 本機に付属の電源ケーブルを使用する
本機は電源ケーブルで電源の 12V/24V を 5V に変換して本体に供給しています。
付属以外の電源ケーブルを使用したり、電源ケーブルを改造することは絶対におやめ
ください。火災、感電の原因となります。

■ 接続ケーブルを接続する前に､ケーブルコネクタが破損していたり､コネ
クタピンが曲がっていたり､汚れていないか確認する

ショートにより火災を起こす原因となります。
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■ 電源ケーブルは確実に差し込む
確実に差し込まない場合、接触不良により火災、感電の原因となります。

■ 電源ケーブルを抜くときは、プラグを持って抜く
ケーブルが破損し火災、感電の原因となります。

■ ドライブレコーダーを長時間使用しないときは、電源ケーブルを抜く
車種によってエンジンを切ってもアクセサリーソケットに電気が供給されている場合
があります。火災やバッテリー上がりの原因となります。

■ 電源ケーブルは定期的に清掃する
ほこりが付着していると火災の原因となります。

ぬれ手禁止

■ ぬれた手で電源ケーブルを抜き差ししない
感電の原因となります。

使用方法について

分解禁止

■ 分解・修理および改造はしない
分解・修理、改造、ケーブルの被覆を切って他の機器の電源を取るのは絶対におやめ
ください。交通事故や火災、感電、故障の原因となります。
また、本機の改造や改造した機器を使用した場合は電波法および電気通信事業法違反
になります。

■ 音量は、車外の音が聞こえない音量で使用しない
車外の音が聞こえない状態で運転すると、交通事故の原因となります。

■ 機器内部に、水や異物を入れない
金属物や燃えやすいものなどが入ると、動作不良やショートによる火災や発煙、発火、
感電の原因となります。また、故障の原因となりますので、飲み物などが機器にかか
らないようにご注意ください。

■ 故障や異常な状態のままで使用しない
画像が映らない、音が出ない、異物が入った、水がかかった、煙が出る、異音・異臭
がする等の場合は、ただちに使用を中止して電源ケーブルを本機から外してください。
事故や火災、感電の原因となります。

■ 運転者は走行中に操作したり、画像や表示を注視したりしない
必ず安全な場所に車を停車し、パーキングブレーキをかけた状態でご使用ください。
交通事故の原因となります。

感電注意

■ 雷が鳴り出したら、電源ケーブルや本機に触れない
落雷による感電の原因となります。

医用電気機器近くでの取り扱いについて

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器などの医用電気機器を装着され
ている場合は、装着部から本機を 22cm 以上離して使用してください。電波により医
用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。
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異常時のお問い合わせ

■ 異常が起きた場合は、ただちに使用を中止し、必ず購入先の販売店に問
い合わせる

そのまま使用すると、思わぬ事故や火災、感電の原因となります。

 注意
取り付けや配線について

■ 水のかかる場所や湿気・ほこり・油煙の多い場所に取り付けない
水や油煙などが入ると、発煙や発火、故障の原因となることがあります。

■ 機器の通風口や放熱板をふさがない
機器の内部に熱がこもり、火災や故障の原因となることがあります。

■ ケーブルの扱いに注意する
ケーブルを傷つける、無理に引っ張る、折り曲げる、ねじる、加工する、重いものをの
せる、熱機器に近づけるなどしないでください。断線やショートにより、火災や感電、
故障の原因となることがあります。

使用方法について

■ 本機を車載用以外で使用しない
発煙や発火、感電やけがの原因となることがあります。

■ 走行前に本機の取付状態を点検する
本機の脱落、落下などにより、けがや交通事故の原因となることがあります。

本機の異常にお気づきのときは
本機の異常にお気づきのときは、まず「故障かな？と思ったら」 （  P.34）を参照して解決
方法がないかお調べください。解決方法が見つからないときは、電源ケーブルの抜き差しをし
て再起動してください。再起動しても正常に戻らないときは、ご購入先の販売店にお問い合わ
せください。

本機は GPS 機器を搭載しています。
取得する走行データには、位置情報が含まれます。

内蔵電池の取り扱いについて（本機やDCアダプタは充電式
電池を内蔵しています）

■ 本機や DC アダプタの取り扱いに注意してください。

 危険

禁止

■ ダッシュボードなど直射日光の強いところや炎天下の車内などの異常に
高温となる場所に本機を放置したり、DC アダプタを放置、設置したりし
ないでください。

火災、やけど、けがなどの原因となります。
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禁止

■ 本機や DC アダプタの内蔵電池を取り外そうとしないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

禁止

■ 内蔵電池内部の物質が漏れた場合は、顔や手などの皮膚や衣類などにつ
けないでください。

目や皮膚への傷害などを起こす原因となります。
内部の物質が目や口などに入った場合や、皮膚や衣類に付着した場合は、すぐにきれ
いな水で洗い流してください。
また、目や口などに入った場合は、洗浄後直ちに医師の診療を受けてください。

禁止

■ 乳幼児の手の届く場所に置かないでください。
けがや事故などの原因となります。

指示

■ 内部の物質が目や口などに入った場合は、すぐにきれいな水で洗った後、
直ちに医師の診療を受けてください。

内部の物質などの影響により、失明や体調不良などの原因となります。

 警告

指示

■ 内蔵電池内部の物質が漏れたり、異臭がしたりするときは、直ちに使用
をやめて火気から遠ざけてください。

漏液した液体に引火し、発火、破裂などの原因となります。

 注意

指示

■ 本機や DC アダプタを落としたら使用を中止してください。
本機や DC アダプタを落としたり、強い衝撃が加わったりした場合は、内蔵電池が損
傷しているおそれがありますので、使用を中止し、本機や DC アダプタの点検・修理
を依頼ください。そのまま使用すると、火災、やけど、けが、感電などの原因となり
ます。

禁止

■ 本機や DC アダプタは内蔵電池を使用しております。
一般のゴミと一緒に捨てないでください。

火災、やけど、けがなどの原因となります。また、環境破壊の原因となります。

指示

■ 不要となった本機および DC アダプタは、リサイクルのため回収にご協
力ください。

本機および DC アダプタは充電式の内蔵電池を使用しています。リサイクルのため、
回収する必要がありますので、ご購入先の販売店にご相談ください。
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使用上のご注意
取り付けについて
•　運転視界や安全上支障をきたさないフロント

ガラスの上部からフロントガラス全体の
20%の範囲で、運転者の前方の視界を妨げ
ないルームミラーと干渉しない位置に取り付
けてください。

•　ワイパーのふき取り範囲に入るように取り付
けてください。

•　ルームミラーの操作の妨げにならない位置に
取り付けてください。

•　車検証ラベルなどに重ならないように取り付
けてください。

•　運転やエアバッグ動作の妨げにならないよう
に取り付けてください。

•　本機を運転支援システム搭載車に取り付ける
ときは、車両の取扱説明書を確認して運転支
援システムの妨げにならない場所を選んで取
り付けてください。

•　誤った取り付けをした場合は、イベント記
録、運転支援機能が正しく動作しないことが
あります。取付方向、取付角度など「取り付
けかた」を参照して本機を正しく取り付けて
ください。（  P.16）

•　接続ケーブルの配線をラジオアンテナ付近で
行うと、ラジオの受信感度の低下やノイズの
原因になる可能性があります。

•　本機や本機の配線を GPS アンテナ、地上デ
ジタルテレビ受信アンテナの近くや、電装品
の近くに取り付けおよび配線をしないでくだ
さい。受信感度の低下やノイズの原因になる
可能性があります。（GPS アンテナからは
5cm 以上を目安に離す。）

•　付属の専用クリーナーまたは市販のクリーニ
ングクロスにエタノールをしみこませたもの
で取付場所の汚れや脂分をきれいに拭き取
り、乾いたことを確認して取り付けてくださ
い。
再貼付けや汎用の両面テープなどで取り付け
ると接着が弱くなり、本機がはがれ落ちるお
それがあります。

•　取付ブラケットをフロントガラスに貼り付けた
後、取付ブラケット単体で 24 時間以上放置し
てください。接着強度が安定します。

•　ケーブル類は運転操作の妨げにならないよう
にケーブルクリップで固定するか、市販のソ
フトテープなどでまとめてください。
ケーブルクリップは取付場所の汚れや脂分を
付属の専用クリーナーまたは市販のクリーニ
ングクロスにエタノールをしみこませたもの
できれいに拭き取り、乾いたことを確認して
から固定してください。

•　フロントガラスに突起物（日よけ）などがあ
るときは、重ならないように避けて取り付け
てください。

•　取付ブラケットを取り付けの際に両面テープ
の接着面に手を触れないでください。粘着力
が低下する可能性があります。

•　取付ブラケットを貼り付け後にフロントガラ
スを拭く場合は、両面テープに水分やガラス
クリーナーなどのスプレーがかからないよう
に注意し、貼り付けてから 10 分以上放置後
に行ってください。

ご使用について
•　本機は車両の走行状況を記録するための機器

です。
•　カメラのレンズをふさいだり、汚したり、レ

ンズの近くに反射物を置かないでください。
•　LED 信号機を撮影した場合、信号機がちら

ついたり点滅しているような映像が録画され
る場合があります。また信号機の識別や録画
に関して、当社は一切の責任を負いません。

•　自動車のフロントガラスにコーティング剤が
使用されている場合は、録画品質に影響が出
る可能性があります。

•　本機はあらゆる状況においての映像の録画を
保証するものではありません。

•　本機や SD カードに異常が発生していない
かの確認を含め、正常に記録されていること
を定期的に確認してください。

•　本機の電源がオンになったときに、エラー
メッセージが表示されていないか必ず確認し
てください。

•　高温、低温でのご使用は、誤動作や故障の原
因になります。夏季は車内が高温になること
がありますので、窓を開けるなど車内の温度
を下げてからご使用ください。

•　ご使用前に取付ブラケットの接着面がはがれ
ていないか確認してから、ご使用ください。
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本機のお手入れ
•　本機が汚れたときは、シリコンクロスか柔ら

かい布でから拭きしてください。汚れがひど
いときは、中性のクリーナーを付けた布で汚
れを落とし、その後クリーナーを拭き取って
ください。固い布やシンナー、アルコールな
どの揮発性のもので拭くと、傷が付いたり変
形や変質、破損の原因になります。

•　レンズ部が汚れている場合には、水を含ませ
た柔らかい布で軽く拭いてください。乾いた
布で強くこすると傷の原因になります。

イベント発生時の動作について
•　本機は一定以上の衝撃を検知すると、走行情

報や映像などをサーバーに自動的に送信しま
す。ただし、衝撃の大きさによっては交通事
故でもイベントと認識されない場合もありま
すので、あらかじめご了承ください。

本機で使用するSDカードに
ついて

タイプ microSDHC
microSDXC

容量 8GB〜256GB

スピード
クラス

Class10（ ）
推奨

ファイル
システム

FAT32
exFAT

付属の SD カード以外はサポート対象外です。

SDカード使用上のご注意
•　SD カードを入れる、または取り出すとき

は、エンジンをオフにして本機の電源を必ず
オフにしてください。電源がオンの場合、
データや SD カード自体が破損する恐れが
あります。

•　SD カードを入れた後は、正しく録画ができ
ているか必ず確認してください。

•　SD カードには書き込み可能回数などの製品
寿命があります。使用状況に応じて定期的に
新品に交換することをおすすめします。

•　SD カードを着脱するときは、方向を確認し
折り曲げたり、強い圧力や衝撃を与えないで
ください。端子部分に直接手を触れたり、金
属を当てたりしないでください。静電気によ
り、記憶されているデータが破損、消失する
おそれがあります。

•　SD カード内の必要なファイルは必ずパソコン
などに早めのバックアップ（コピー）をしてく
ださい。SD カードの使用状況によっては、保
存内容が失われる場合があります。保存ファイ
ルが失われたことによる損害については、当社
はその補償を一切いたしかねますので、あらか
じめご了承ください。

•　パソコンの機能によるフォーマットでは、ファ
イルの管理情報が変更されるだけで、SD カー
ド内のデータは完全に消去されません。使用を
中止する際は、市販のパソコン用データ消去ソ
フトなどを使って SD カード内のデータを完
全に消去することをお勧めします。SD カード
内のデータはお客さまの責任において管理して
ください。

•　SD カードは普通に使用していても正常に書き
込みや消去ができなくなる場合があります。

•　SD カードは約 1 か月を目安として定期的
に初期化してください。
必要な録画ファイルが SD カード内にある
場合は、事前にファイルをパソコン等に保存
してください。（  P.29）

•　SD カードの上に物を置いたり落としたり、
強い衝撃を与えないでください。また、清潔
で乾燥した場所に保管し、高温高湿の場所で
放置しないでください。

内蔵電池について
•　本機は時計のバックアップをするため MS

リチウム二次電池を内蔵しています。
•　購入直後は電池が十分に充電されていません。

時刻がリセットされるときは、本機の電源を
1〜2 時間オンにして充電してください。

•　DC アダプタは、Ni-MH 電池を内蔵してい
ます。購入直後は電池が十分に充電されてい
ませんので、エンジンを始動させ、１〜２時
間充電してから、ドライブレコーダー本体と
接続してください。
充電が不十分な場合、本来の機能

（  P.28）が働かない場合があります。
•　周囲温度が-20℃〜45℃の場所で充電して

ください。
上記範囲以外の温度では、十分に充電されな
い場合があります。

•　エンジンを回転させない状態（ACC ON の
みの状態）で、充電はしないでください。自
動車のバッテリー上がりの原因となります。
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無線LAN（WLAN）についてのお願い
•　本機は、電波法に基づく小電力データ通信システム無線局設備として技術基準適合証明を受け

ています（受けた部品を使用しています）。したがって、本機を使用するときに無線局の免許は
必要ありません。日本国内のみで使用してください。日本国内以外で使用すると各国の電波法
に抵触する可能性があります。以下の事項を行うと、法律で罰せられることがあります。
-　分解・改造すること

周波数帯について
•　本機の周波数表示と意味は下記の通りです。

2.4FH1/DS4/OF4

2.4 ： 2400MHz 帯を利用する無線設備を表します。

FH/DS/OF ： 変調方式が FH-SS、DS-SS、OFDM であることを示します。

1 ： 想定される与干渉距離が 10 ｍ以下であることを示します。

4 ： 想定される与干渉距離が 40 ｍ以下であることを示します。

： 全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域を回避可能です。

2.4GHz 機器使用上の注意事項
•　2.4GHz 帯の周波数を使用しますが、他の無線機器も同じ周波数帯を使っていることがありま

す。ほかの無線機器との電波干渉を防止するため、下記の事項にご注意してご使用ください。

使用上のご注意
本機の使用周波数帯（2.4GHz）では、電子レンジ等の産業 ・ 化学 ・ 医療機器のほか工場の
製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定
小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運
用されています。
•　本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局、並びにア

マチュア無線局が運用されていないことを確認してください。

•　改造された本機は絶対に使用しないでください。改造した機器を使用した場合は電波法/電気
通信事業法に抵触します。

本機は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則、および電気通信事
業法に基づく機器の技術基準適合認定等に関する規則を順守しており、その証として「技適マー
ク[giteki]」が本機の銘板シールに表示されております。
本機の分解をして内部の改造を行った場合、技術基準適合証明などが無効となります。
技術基準適合証明などが無効となった状態で使用すると、電波法および電気通信事業法に抵触
しますので、絶対に使用されないようにお願いします。
•　基本ソフトウェアを不正に変更しないでください。
ソフトウェアの改造とみなし故障修理をお断りする場合があります。

注意
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各部の名称とはたらき
■ ドライブレコーダー本体

1 2 3

4 5

6

8

7

9

0

a

c

d

b

■ DC アダプタ

e
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1スピーカー
音声ガイドや警告音を出力します。

2ブラケット取付部
付属の取付ブラケットを取り付けます。
本機を外すときはレバーを押すとロックが解
除されます。

3カメラレンズ
4電源ケーブルコネクター端子

（ケーブル保護カバー（蓋）付き）
付属の電源ケーブルを接続します。
接続時は、ケーブル保護カバー（蓋）を開け
て接続し、ケーブル接続後は、ケーブル保護
カバー（蓋）を閉めてください。

5EXT. CAMERA 端子
（端子保護カバー（蓋）付き）
当社指定のサブカメラ（別売）を接続する端
子です。
接続時は、端子保護カバー（蓋）を取り外し
てご使用ください。
指定以外のカメラは接続できません。

6USB 端子
（端子保護カバー（蓋）付き）
micro USB Type-B
当社指定の機器（カー I/F アダプタ（別売）
等）を接続する端子です。
接続時は、端子保護カバー（蓋）を開けてご
使用ください。
指定以外の機器は絶対に接続しないでくださ
い。故障または誤動作の原因となります。

7SD カードスロット
SIM カードスロット
SD カードカバー
録画用の SD カード、SIM カードを挿入し
て　SD カードカバーを閉じます。

（  P.12、16）
8REC インジケーター

•　電源オンから録画を開始するまでは点滅
（青）します。

•　録画中は点灯（青）します。
•　記録できない状態のときは、点滅（赤）し

ます。
9▲ボタン

•　メニュー表示中に押すと前の項目に移動し
ます。

0MENU/OK ボタン
•　MENU（メニュー）画面を表示します。
•　メニュー表示中は決定ボタンとして働きま

す。
※　走行中は MENU 操作はできません。
a▼ボタン

•　メニュー表示中に押すと次の項目に移動し
ます。

bモニター画面
cキャンセル/戻る/終了ボタン

•　メニュー表示中に押すとキャンセル、戻
る、または終了ボタンとして働きます。

d緊急ボタン
•　緊急ボタンを 1 秒以上長押しすると、手

動録画を開始します。画面の左上に手動録
画残り時間が表示されます。

•　手動録画が終了すると、通常録画画面に戻
ります。

•　手動録画中に［MENU/OK］ボタンを押
すと、手動録画を停止することができま
す。

eLED
•　DC アダプタ

-　充電中：橙点灯
-　充電完了：緑点灯
-　電池/充電異常：赤点滅
-　エンジン停止（ACC OFF）：消灯
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取り付けかた
取り付け手順

1 SD カードを入れる
エンジンをオフにして、本機の電源をオフに
してから、SD カードスロットにカチッと音
がするまで SD カードを挿入します。SD
カードは下の図と同じ向きに挿入してくださ
い。

SD カードを取り出すときは、エンジンをオ
フにして、本機の電源をオフにしてから SD
カードを押して、SD カードがポップアップ
したら引き抜きます。

SD カードカバーを取り付ける
SD カードを挿入したら、SD カードカバーを
本機のネジ穴の位置に合わせるように取り付け
ます。
その後、SD カードカバーにあらかじめ付属し
ているネジを、専用（特殊ネジ）ドライバーを
使って下の図のようにしっかりと締めてくださ
い。

•　SD カードが SD カードスロットに挿入さ
れていないと本機は正常に動作しません。

•　本機の電源をオフにせずに SD カードを取
り出すと、記録されたファイルが破損・消
失することがあります。

お知らせ

2 本機を取付ブラケットに取り付ける
取付ブラケットを本機のブラケット取付部に
カチッと音がするまで差し込んでください。

取付ブラケット

本機

3 本機の取付位置を決める
フロントガラスへの取り付けは、国土交通省
の定める保安基準※により取付位置が限定さ
れています。

「車種別推奨取付位置」のページを参考にし
て取付位置を決めてください。
-　「乗用車の推奨取付位置」 （  P.18）
-　「トラックの推奨取付位置」 （  P.19）
-　「バスの推奨取付位置」 （  P.20）
取付位置を決めたら、本機を取付ブラケット
から一旦外します。

※　保安基準：道路運送車両の保安基準 第 29
条（窓ガラス）、細目告示 第 195 条
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4 取り付ける面をきれいにして取付ブラケット
をフロントガラスに貼り付ける
付属の専用クリーナーで取付場所の汚れや脂
分をきれいに拭き取ってください。汚れや脂
分が残っていると両面テープの粘着力が落ち
る可能性があります。拭いた場所が乾いたこ
とを確認してから、取付ブラケットの両面
テープの剥離紙をはがし、フロントガラスに
押しつけて取付ブラケットを貼り付けます。

剥離紙

※　向きを間違えないように
してください。

両面テープに空気が入らないように注意して、
上部から下部の方向にフロントガラスに強く
押し付けて貼り付けてください。
なお、取付ブラケットをフロントガラスに貼
り付けた後、取付ブラケット単体で 24 時間
以上放置することで、接着強度が安定します。

5 セットアップする
本機を取付ブラケットに取り付けなおしま
す。
本機取り付け後、カメラレンズ前面とモニ
ター画面前面のそれぞれに貼られている保護
シートをはがしてください。
本機に電源ケーブルを接続し、車両のエンジ
ンをオンにすると本機の電源がオンになりま
す。
本機を初めて使用する際は、セットアップ画
面が表示されますので、画面の指示に従って
セットアップを行ってください。

•　初回起動時以外などでセットアップの項目
を個別に調整するときは、「車両に合わせて
調整する」 （  P.25）を参照して調整
します。

お知らせ

6 電源ケーブルを配線する
「推奨取付位置」 （  P.18）、 および「配
線のしかた」 （  P.22、23）を参考に
して、ケーブルを配線してください。

取付状態の点検について
走行前に本機の取付状態を点検してくださ
い。
以下の場合には、両面テープの接着状態が
不十分な可能性がありますので、本書記載
のお問い合わせ窓口までご相談ください。
① 取付ブラケットとフロントガラスの間に

隙間が空いている（空気が入っている）
② 取付ブラケットの固定ネジ部分を持ち、

軽く引っ張った場合に取付ブラケットが
ぐらぐらする

※　必ずエンジンを切った状態で点検してく
ださい。

取り付け時の作業環境について
＜気温＞
•　貼り付け作業時の環境温度は、15℃以上

が推奨です。気温が低い時期（気温 15℃
未満の作業環境など）は、両面テープの
柔軟性が低下して、フロントガラス面と
十分な粘着力が得られない場合がありま
す。

•　温度が低い場合は、ヒートガン等または
車のヒーターなどでフロントガラス面内
側の貼り付け部とドライブレコーダーの
両面テープ部を暖めてから貼り付け作業
を行ってください。

•　両面テープ部を暖めるときに、ドライブ
レコーダーを暖めすぎると破損する可能
性がありますので、両面テープ部を暖め
るときは、数秒だけヒートガン等または
車のヒーターなどで暖めてください。

•　ドライブレコーダー本体やレンズ部分に
は、ヒートガン等または車のヒーターな
どを使用しないでください。

＜湿気＞
•　フロントガラス表面の貼り付け部を乾燥

させてから貼り付けてください。
•　室温に比べてフロントガラス表面温度が

低い場合は、結露によって水滴や湿気が
付着しやすくなり、両面テープの粘着力
が著しく低下します。

17



推奨取付位置
■ 乗用車の推奨取付位置
•　フロントガラスの上部から全体の 20％の範囲内かつ車両中央から 30cm 以内で、運転者の前

方視界を妨げないルームミラーと干渉しない位置に取り付けてください。
•　ワイパーの拭き取り範囲に入るように取り付けてください。
•　本機の向きを進行方向に真正面になる様に取り付けてください。

 

① ②

 

フロントガラス上部 推奨取付位置

セラミック部分

20％以内

30cm 以内 30cm 以内

車外

車内

フロントガラス

両面テープ

ルームミラー

フロントピラーカバー

ケーブルクリップ

電源ケーブル

エアバッグ

フロントピラー

配線例
電源ケーブル

ケーブルクリップ
※　電源ケーブルを右図

のように留めます。

フロントガラス
に突起物（日よ
け）などがある
ときは、重なら
ないように避け
て取り付けてく
ださい。

左の図のように
グローブボック
スまたはフロア
マットの下に電
源ケーブルを通
します。

本機の向き

進
行
方
向

真正面

進
行
方
向

傾き
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■ トラックの推奨取付位置
•　フロントガラスの上部から全体の 20％の範囲内かつ車両中央から 30cm 以内で、運転者の前

方視界を妨げないルームミラーと干渉しない位置に取り付けてください。
•　ワイパーの拭き取り範囲に入るように取り付けてください。
•　本機の向きを進行方向に真正面になる様に取り付けてください。

① ②

フロントガラス上部 推奨取付位置

セラミック部分

30cm 以内 30cm 以内

20％以内

車外

車内

フロントガラス

両面テープ

ルームミラー

フロントピラーカバー

ケーブルクリップ

電源ケーブル

エアバッグ

フロントピラー

配線例
電源ケーブル

ケーブルクリップ
※　電源ケーブルを右図

のように留めます。

フロントガラス
に突起物（日よ
け）などがある
ときは、重なら
ないように避け
て取り付けてく
ださい。

左の図のように
グローブボック
スまたはフロア
マットの下に電
源ケーブルを通
します。

本機の向き

進
行
方
向

真正面

進
行
方
向

傾き
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■ バスの推奨取付位置
•　フロントガラスの上部から全体の 20％の範囲内かつ車両中央から 30cm 以内で、運転者の前

方視界を妨げないルームミラーと干渉しない位置に取り付けてください。
•　ワイパーの拭き取り範囲に入るように取り付けてください。
•　本機の向きを進行方向に真正面になる様に取り付けてください。

① ②

フロントガラス上部 推奨取付位置

セラミック部分

20％以内

30cm 以内 30cm 以内

車外

車内

フロントガラス

両面テープ

ルームミラー

フロントピラーカバー

ケーブルクリップ

電源ケーブル

エアバッグ

フロントピラー

配線例

電源ケーブル

ケーブルクリップ
※　電源ケーブルを右

図のように留めま
す。

フロントガラス
に突起物（日よ
け）などがある
ときは、重なら
ないように避け
て取り付けてく
ださい。

本機の向き

進
行
方
向

真正面

進
行
方
向

傾き
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電源ケーブルをフロントピラーなどに通すときは、下記の点に注意して配線してください。
•　電源ケーブルは運転やエアバッグ動作の妨げにならないように注意して、助手席側に取り付

けてください。
•　フロントピラーカバーが特殊クリップ等で固定されている車両の場合は、フロントピラーカ

バーを外すとクリップの交換が必要となる場合があります。フロントピラーカバーの外しか
たや交換部品の有無など詳しくは車両販売店にお問い合わせください。

•　ケーブルクリップはフロントガラスには貼らないでください。
•　ケーブルクリップは取付場所の汚れや脂分を付属の専用クリーナーまたは市販のクリーニン

グクロスにエタノールをしみこませたものできれいに拭き取り、乾いたことを確認してから
固定してください。

•　ケーブルクリップでケーブルが固定できないところは、市販のソフトテープなどでまとめて
ください。

DC アダプタ等は、下記の点に注意して配線してください。
•　電源ケーブルが長すぎて余った場合は、グローブボックスの裏やフロアマット下の安全で邪

魔にならない場所にまとめて固定してください。このときに、テープ類や結束バンドなどを
使用して確実に固定してください。

•　DC アダプタ等は、助手席の下または助手席の同乗者が足で踏みつけることのない安全な場
所に面ファスナーで固定してください。

注意
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配線のしかた
ソケット用ケーブル（付属品）の接続
•　配線する際に中継コネクタは使用しないでください。

ドライブレコーダーと DC アダプタケーブルを接続します。

DC アダプタケーブル
（5 m）

DC アダプタケー
ブル端子に接続し
ます。

DC アダプタ

電源ケーブルは、下図のとおり取付ブラケットの
フックをとおします。

DC アダプタとソケット用
ケーブルを接続します。

ソケット用ケーブル
（2 m）

シガープラグをアクセサリーソケットに接続します。

付属の電源ケーブルを切ってドライブレコーダーへ直接 12/24V を供給しないでください。故
障の原因となります。（DC アダプタで 12/24V を 5V に変換しています。）

注意
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内部配線用ケーブル（付属品）の接続

接続作業を行うときは、初めにエンジンキーが抜かれていることを確認後、ショート事故防止
のため必ずバッテリーのマイナス端子を外してください。

注意

•　配線する際に中継コネクタは使用しないでください。

*

ドライブレコーダーと DC アダプタケーブルを接続します。

DC アダプタケーブル
（5 ｍ）

DC アダプタ
ケーブル端子に
接続します。

DC アダプタ
電源ケーブルは、下図のとおり取付ブラケットのフック
をとおします。

DC アダプタと内部配線用
ケーブルを接続します。

（1 m）アクセサリーコードが接続できます。
接続しない場合はキャップを外さないでください。

内部配線用ケーブル（赤）
エンジンキーでオン/オフできる
既定の容量を確保できる電源へ接
続します

エンジンキー

ヒューズ アクセサリー電源

ヒューズ（4A）ACC

メインヒューズ

アース

バッテリー

アースコード（黄）
車両の金属部分（電源のマイナス側と導通しているシャーシの一部）
へ接続します。

•　内部配線ケーブル（赤）を常時電源に接続しないよう注意してください。
バッテリー上がりの原因となります。

23



取りはずすときは
■ 本機を取付ブラケットから取り外す場合
取付ブラケットのレバーを押し、ロックを解除の状態にしたまま本機をスライドさせて、取り外し
てください。

■ 取付ブラケットをフロントガラスから取り外す場合
樹脂製のへらを取付ブラケットとフロントガラスの間に差し込み、ガラス面に傷をつけないように
少しずつ両面テープをはがしてください。
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車両に合わせて調整する
車両に合わせて調整する
イベント記録、運転支援機能を使用するため
に、本機を取り付ける車両のタイプを選び、本
機の取付位置や取付角度、車両に合わせて地平
線やボンネット先端の位置を調整します。
見通し距離が 200m 程度ある水平な場所で実
施してください。
※　MENU 画面の表示内容は運用事業者の設定

により異なる場合があります。

1 ［MENU/OK］ボタンを押す
MENU（メニュー）を表示します。

1

2 もう一度[MENU/OK] ボタンを押す

1

3 ［▲］/［▼］ボタンを操作して<車両タイ
プ>を選択し［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

4 ［▲］/［▼］ボタンを操作してご使用の車
に最も近い車両タイプを選択し

［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

5 ［▲］/［▼］ボタンを操作して<取付位置
>を選択し［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

6 ［▲］/［▼］ボタンを操作して本機の取付
位置を選択し［MENU/OK］ボタンを押す
車内から見て、本機を中央から左右 15cm
以内に設置したときは中央、中央から
15cm より右側に設置したときは右、中央
から 15cm より左側に設置したときは左
を選択してください。

2

1

1

左 中央 右

25



7 ［▲］/［▼］ボタンを操作して<設置ツー
ル>を選択し［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

8 ［▲］/［▼］ボタンを操作して<水準器>
を選択し［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

9 本機の取付角度を調整する
動く円が、できるだけ画面中央に近づくよ
うに角度を調整し、調整が完了したら

［MENU/OK］ボタンを押します。

フロントガラス

ルームミラー

角度固定ねじ

締める

緩める

本機の角度調整をするときは必ず角度固定
ねじを緩めてからおこない、調整後に角度
固定ねじを締めて固定してください。

※　角度固定ねじを緩めずに角度調整をおこ
なうと、取付ブラケットが破損すること
があります。
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10［▲］/［▼］ボタンを操作して<検出範囲
>を選択し［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

11［▲］/［▼］ボタンを操作してガイド線
（白点線）を地平線に合うように微調整し
て［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

図のように調整します。

このガイド線（白点線）を地平線に合わせ
る。

12［▲］/［▼］ボタンを操作してガイド線
（白線）をボンネット先端に合うように微
調整して［MENU/OK］ボタンを押す

2

1

1

図のように調整します。

このガイド線（白線）をボンネット先端に
合わせる。

13［▲］/［▼］ボタンを操作してガイド線
（白線）が走行車線遠方の中央になるよう
に微調整する

1

1

図のように調整します。

このガイド線（白線）を走行車線遠方の中
央に合わせる。

14 [MENU/OK] ボタンを押して終了する

•　ボンネットが映像に映らない車種はガイ
ド線（白線）を設定できる一番下まで下
げてください。

お知らせ
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ご使用の前に
電源のオン / オフについて
車両のエンジンをオンにすると数秒で録画画面

（画面中央に●録画中表示がでている画面）が
表示され、常時録画が始まります。エンジンを
オフにすると画面が消えて、スリープ状態とな
ります。

•　内蔵電池の充電残量が少なかったり、無
くなったりした場合や、あるいはエンジ
ンオフ後、その状態で約 24 時間経過し
た場合は、本機の電源がオフになります。
この場合、次回エンジンをオンにすると、
本機の起動に 1 分程度の時間がかかるた
め、エンジンオン直後の映像が録画され
ませんので、ご注意ください。内蔵電池
については事前に十分な充電をしてくだ
さい。（  P.12）

•　車種によって、エンジンをオフにしても
アクセサリーソケットに電気が供給され
ている場合があります。この場合はアク
セサリーソケットからソケット用ケーブ
ルを抜いてください。

•　ネットワーク状況などによりサーバーと
の通信に時間がかかった場合、録画開始
までの時間が通常より長くなる場合があ
ります。

お知らせ
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SDカードを初期化する
SD カードは使用開始後、約 1 か月を目安とし
て定期的に初期化してください。
新しい SD カードに交換した場合も同様です。

•　SD カードの初期化を行うと、すべての
ファイルが消去されます。残す必要があ
るファイルがあるときは、事前にファイ
ルをパソコン等にバックアップしてくだ
さい。

お知らせ

1 新しい SD カードに交換するときは、本機
の電源をオフにして、SD カードを入れ替
える

2 ［MENU/OK］ボタンを押す
MENU（メニュー）を表示します。

1

3 もう一度[MENU/OK] ボタンを押す

1

4 ［▲］/［▼］ボタンを操作して<SD カード
初期化> を選択し［MENU/OK］ボタンを
押す

2

1

1

5 ［▲］/［▼］ボタンを操作して<はい> を
選択し［MENU/OK］ボタンを押す
SD カードが初期化されます。

2

1

1

6 ［MENU/OK］ボタンを押して終了する

1

29



電源オン時の録画と記録
常時録画
本機の電源がオンになると、常時録画を開始します。ただし、MENU 画面の表示中は、録画しま
せん。
•　常時録画の最大録画時間は、使用する SD カードの容量によります。
•　常時録画は 1 分ごとにファイルを分割して保存します。
•　常時録画では SD カードの録画領域がなくなると古いファイルから上書きして常時録画を続け

ます。

■ 録画ファイルの保存場所
•　SD カード内の「NORMAL（常時録画）」フォルダに保存されます。（  P.39）

イベント記録
運転中に車両に大きな衝撃が加わった場合や運転警告アラートが発生した場合に、イベント記録を
開始します。ただし、MENU 画面の表示中は、録画しません。
•　イベント記録が終了する前にさらに衝撃検知やアラートが発生しても、記録時間の延長はしま

せん。
•　イベント記録では SD カードの録画領域がなくなると、古いファイルから上書きしてイベント

記録を続けます。

衝撃等検知

常時録画 常時録画

イベント記録

検知前 検知後

■ 録画ファイルの保存場所
•　SD カード内の「EVENT（イベント記録）」フォルダに保存されます。（  P.39）

•　衝撃を検知しても、必ずイベント記録をするわけではありません。
•　実際の交通事故でも、衝撃の大きさによっては事故と判断しない場合があります。

注意

30

電
源

オ
ン

時
の

録
画

と
記

録



録画画面のインジケーター

⑥

⑦

⑧

③ ⑤②① ④

⑨⑩

（録画画面ではカメラの映像は表示しません）
 
※　インジケーターの表示内容は、運用事業者の

設定より異なる場合があります。
 

1サブカメラ接続表示
サブカメラが接続されていることを認識した
ときに表示されます。

2GPS 受信強度
3ユーザー名

運用事業者が設定した文字が表示されます。
4SIM カード状態、または LTE 電波強度

挿入されている SIM カードに何らかの問題
があるときに と表示されます。
このインジケーターが表示されたときは、ご
購入先の販売店にお問い合わせください。
通常は LTE の電波強度が表示されます。

5現在時刻

測位衛星の信号、またはデータ通信の時刻
データが正常に受信できるまでは正しい時
刻に設定されません。

お知らせ

6ボタンガイド（スピーカー音量アップ）
7ボタンガイド（MENU）
8ボタンガイド（スピーカー音量ダウン）
9ボタンガイド（音声記録切替）

このボタンガイドの表示有無は、運用事業者
の設定によります。

0NFC カードリーダ接続表示
NFC カードリーダが接続されていることを
認識したときに表示されます。

録画画面ではカメラの映像は表示しません。
カメラの映像を確認したいときは、メニュー
から[システム基本設定]→[映像確認]を選択
してください。

お知らせ
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各種設定をする
MENU（メニュー）から各種基本設定が設定できます。
※　走行中は MENU の操作はできません。
※　MENU 画面の表示内容は運用事業者の設定により異なる場合があります。

＊初期設定
動画記録設定

音声記録 ON*/OFF
録画時にマイクの音声を記録するかしないかを設定します。

映像確認 本機のカメラの映像を液晶画面で確認できます。
映像確認（サブカメラ）
※　サブカメラを接続した

時、メニュー項目に表示
されます。

サブカメラの映像を液晶画面で確認できます。
▲ボタン：赤外線 LED の ON/OFF を設定します。
MENU/OK ボタン：映像の 180°回転を設定します。

モニター明るさ 11 段階
液晶画面の表示の明るさを設定します。

セットアップ イベント記録、運転支援機能の精度を上げるために設定します。

車両タイプ
軽自動車セダン/軽自動車ワンボックス/乗用車*/乗用車（ハイルー
フ）/トラック（2 ｔ）/トラック（4 ｔ）/トラック（10 ｔ）/そ
の他

検出範囲 運転支援機能を使用する前に水平線やボンネットの先端位置を調整
します。（  P.25）

取付位置 左/中央*/右
本機を取り付けた水平方向の位置を設定します。（  P.25）

設置ツール

水準器
本機の傾きを確認できます。
衛星受信状態
測位衛星の受信強度画面を表示します。

設定初期化

本機の設定を初期状態に戻します。
実行すると自動的に再起動し、セットアップ画面を表示します。表
示にしたがって設定を行ってください。

•　再起動中はセットアップ画面が表示されるまで本機の電源を
オフにしないでください。

注意

SD カード情報

SD カード情報画面を表示します。

SD カード初期化 SD カードの初期化を行います。（  P.29）
システム更新 本機のファームウェアを更新します。（  P.33）

システム情報

システムバージョン
本機のファームウェアのバージョンを表示します。
SIM 情報
本機で使用している SIM カードの情報を表示します。
オープンソースライセンス
本機で使用しているオープンソースソフトウェアのライセンスを表
示します。
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システム更新
システムの自動更新について
•　本機には、起動時に自動でシステムを更新す

る機能があります。更新用ファームウェアは
自動でダウンロードされ、ダウンロード後に
起動したとき「システム更新を開始します。」
と音声が流れて自動的に更新を開始します。
数分後に再起動して「システムを更新しまし
た。」と音声が流れると更新完了です。更新
中は常時録画、事故録画、緊急録画、本体の
ボタン操作などはできません。お客さまに操
作をしていただく必要はありませんが、使用
できるまでに時間がかかることをあらかじめ
ご了承ください。また、更新中は本機の電源
をオフ（車両のエンジンをオフ）にしないで
ください。
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故障かな？と思ったら
次の一覧から該当する症状を見つけて対処してください。解決方法が見つからないときは、ご購入
先の販売店にお問い合わせください。

共通

症状 原因 / 対処方法

電源がオンにならない。 •　車両のアクセサリーソケットの電源が入っていない。
-　車両のアクセサリー電源（ACC）スイッチをオン、

またはエンジンをかけてください。
-　シガープラグ使用時は、シガープラグの差込みを確認

してください。
内部配線用ケーブル使用時は、内部配線用ケーブルと
電源ボックスとの差込みを確認してください。

•　シガープラグまたは内部配線用ケーブルのアクセサリー
のヒューズが切れている。

-　車両のアクセサリー電源（ACC）スイッチをオン、
またはエンジンをオンしても電源ボックスの LED が
点灯しないときは、エンジンをオフにして、ご購入先
の販売店にお問い合わせください。

•　電源ケーブルの接続が、間違っている。
-　ご購入先の販売店にお問い合わせのうえ、専門技術者

に接続の確認を依頼してください。

•　録画できない。
•　 が画面に表示されている。

•　SD カードが入っていない。
•　8GB〜256GB 以外の SD カードを挿入した。
•　SDHC、SDXC 規格に準拠していない SD カードを

挿入した。
-　本機で使用可能な SD カードを SD カードスロット

に挿入してください。
•　本機内部の温度が高温になっている。
-　車内の温度を下げてください。保護回路が解除され録

画ができる状態になります。

モニター画面に映像が出ない。 •　録画中
-　録画中はモニター画面に映像は出ません。カメラの映

像を確認するときは、メニューから”映像確認”を実
行してください。
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症状 原因 / 対処方法

エンジンを切っても本機の電源がオフ
にならない。

•　一部の輸入車など、エンジンを切ってもアクセサリー
ソケット電源が切れない車種

-　シガープラグ使用時は、降車時にシガープラグを抜い
てください。

-　内部配線用ケーブル使用時は、電源ボックスに接続し
ている内部配線用ケーブルのコネクタを抜いてくださ
い。

エンジンを切っていないのに電源がオ
フになった。

•　本機の温度上昇により安全のため自動的に電源がオフ
になった。

-　車内の温度を下げてください。保護回路が解除され電
源が入る状態になります。

が画面に表示されている。 •　何らかの原因で、SIM カードが認識できない。
-　本機の電源をオフにして、ご購入先の販売店にお問い

合わせください。

表示メッセージと音声ガイド
次のメッセージを表示したときは、一覧に従って対処してください。

マークのあるメッセージは、音声でも案内されます。

メッセージ 原因 / 対処方法

SD カードが挿入されていません •　SD カードスロットに SD カードが未挿入の状態で電
源をオンにした。

-　「 本機で使用する SD カードについて」を参照して、
本機で使用可能な SD カードを SD カードスロット
に挿入してください。

SD カードにアクセスできません •　SD カード上のファイルが認識できない。
-　本機の電源を入れ直してください。
-　本機の電源をオフにして、SD カードを入れ直してく

ださい。
-　SD カードの端子の汚れを取り除いてください。

•　認識できない SD カードが挿入されている。
-　「本機で使用する SD カードについて」を参照して、

本機で使用可能な SD カードを SD カードスロット
に挿入してください。

非対応の SD カードです •　8GB 未満または 256GB を超える容量の SD カード
が挿入されている。

-　「本機で使用する SD カードについて」を参照して、
本機で使用可能な SD カードを SD カードスロット
に挿入してください。

35



メッセージ 原因 / 対処方法

録画を中止しました •　SD カードの不良により、録画ができなくなった。
•　何らかの不具合が発生して録画が中止された。
•　スピードクラスが適合しない SD カードを使用し、録

画が中断された。
-　SD カードを挿入し直してください。
-　新しい SD カードに交換してください。
-　適合する SD カードに交換してください。

高温のためモニター画面を消灯しま
す 

•　本機の温度上昇によって機器が故障しないようにモニ
ター画面を消灯します。モニター画面消灯中も録画は
継続しています。

-　車内の温度を下げてください。保護回路が解除されモ
ニター画面が点灯します。

高温のため録画を中止しました •　本機の温度上昇により録画ができなかった。
-　車内の温度を下げてください。保護回路が解除され録

画ができる状態になります。

システムエラーが発生しました •　何らかの原因で、正常な動作ができなくなった。
-　エンジンをオフにして、本機の電源をオフにしてか

ら、本機の電源を入れ直してください。
-　本機の電源をオフにして、ご購入先の販売店にお問い

合わせください。

SIM カードエラーです •　何らかの原因で、SIM カードが認識できない。
-　本機の電源をオフにして、ご購入先の販売店にお問い

合わせください。

サブカメラが接続されていません 

※EXT. CAMERA 端子にサブカメラ
（別売）が接続されている場合のみ

•　何からの原因で、電源起動時に本機に接続されていた
サブカメラの接続が外れた。

-　エンジンをオフにして、本機の電源をオフにしてか
ら、サブカメラの接続ケーブルに傷・断線がないかを
確認し、さらに、接続ケーブルのコネクターが本機に
確実に挿入されていることを確認し、本機の電源を入
れ直してください。

-　接続ケーブルやコネクターに異常が見られた場合は、
ご購入先の販売店にお問い合わせください。

外部機器が接続されていません 

※USB 端子にカー I/F アダプタ等の
外部機器（別売）を接続する場合で、
運用事業者が通知設定を行った場合の
み

•　何からの原因で、本機に接続されていたカー I/F アダ
プタ等の外部機器の接続が外れた。

-　エンジンをオフにして、本機の電源をオフにしてか
ら、カー I/F アダプタ等の外部機器の接続ケーブルに
傷・断線がないかを確認し、さらに、接続ケーブルの
コネクターが本機に確実に挿入されていることを確認
し、本機の電源を入れ直してください。

-　接続ケーブルやコネクターに異常が見られた場合は、
ご購入先の販売店にお問い合わせください。
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付録
運転支援機能について
•　運転支援機能は、ドライバーの運転をサポー

トするもので、事故を未然に防ぐものではあ
りません。また、すべての危険を警告するも
のではありません。

•　運転時は交通ルールを守り、前方車との車間
距離や周囲の状況、運転環境に注意して必要
に応じてブレーキをかけるなど安全運転に努
めてください。また、本機を取扱説明書にし
たがい正しく使用していた場合でも、動作を
完全に保証するものではありません。万が
一、それに伴う損失が発生した場合でも当社
は一切その責任を負いませんので、あらかじ
めご了承ください。

•　車線逸脱アラートはウィンカーと連動しない
ため、本機の仕様上、道路で車線を変更する
ときにも警告音が鳴ります。

•　以下のような場合は、運転支援機能が正しく
動作しない場合があります。

-　トンネルや高層ビル街など測位衛星信号が
正しく受信できない場所。

-　舗装の劣化や降雨時の反射などにより車が
正しく認識できない場合。

-　前方車両の形状や塗装色、光の加減などに
よって車両と認識できない場合。

-　天候(雨・雪・濃霧など)、時間帯(朝方・夕
方・夜間など)、逆光、交通状況(渋滞・歩
行者など)による変化。

•　ダッシュボードに物などが置かれていると、
フロントガラスに映り込み正しく動作しない
ことがあります。ダッシュボードに物などを
置かないでください。

モニター画面について
•　画面に強い衝撃を加えないでください。故障

の原因になります。
•　画面に直射日光が当たらないようにしてくだ

さい。直射日光が当たる状態で長時間使用す
ると高温になり、画面が故障する原因となり
ます。

•　極端に高温または低温になると、表示の動き
が遅くなったり、暗くなったり、残像が見え
ることがあります。
これは液晶画面の特性によるもので故障では
ありません。車内が常温に戻れば回復しま
す。

•　画面に小さな点が出ることがあります。これ
は液晶画面特有の現象で故障ではありませ
ん。

•　液晶画面の特性により、画面を見る角度に
よっては表示が見づらいことがありますが、
故障ではありません。

測位衛星(GPS、
GLONASS(グロナス)、
みちびき)の受信について
•　本機の電源がオンになると測位を始めます。

衛星の測位状況によっては、測位が完了する
まで、5 分程度かかる場合があります。

•　衛星信号は、固体物質(ガラスを除く)を通過
することができません。トンネルや建物の中
にいる場合、測位は使用できません。信号の
受信は、悪天候や密集した頭上の障害物(例
えば、樹木、トンネル、高架橋または高層ビ
ル)などの状況の影響を受ける可能性があり
ます。衛星信号が正しく受信できないときは
速度や位置情報などが正しく表示されませ
ん。

•　測位データは、参考値です。

LTE通信について
•　本機は、LTE 方式に対応しています。
•　本機は無線を使用しているため、トンネル・

地下・建物の中などで電波の届かない場所、
屋外でも電波の弱い場所、LTE サービスエ
リア外ではサーバーとの通信ができない場合
があります。
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商標、ソフトウェアに関する
重要なお知らせ
•　microSDXC ロゴは SD-3C LLC の商標です。
•　QR コードは(株)デンソーウェーブの登録商

標です。
•　本機は AVC Patent Portfolio License に

基づき、以下の用途にのみライセンスされて
います。

(1) 消費者が個人的かつ非営利目的で MPEG-4
AVC 規格に準拠する動画(以下、AVC
Video)を記録する場合

(2) AVC Video(消費者が個人的に非営利目的
で記録したもの、または MPEG LA より
ライセンスを取得したプロバイダが記録し
たもの)を再生する場合

詳細については、MPEG LA, LLC. のホーム
ページをご参照ください。
https://www.mpegla.com/
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フォルダ / ファイル構成
SD カードに録画または記録したファイルは、
項目毎のフォルダに保存されます。ファイル名
は録画または記録された年月日と時間で自動的
に付けられます。

•　SD カード内にあるファイルをパソコン
などで変更または削除しないでください。
本機やパソコンのアプリケーションで正
しくファイルが再生できなくなることが
あります。

•　正しい時刻が取得できていないときは、
録画または記録された年月日と時間とは
異なるファイル名になり、ファイル名の
最後に "_UNKNOWN" が付きます。

お知らせ

YYMMDDhhmmss.MP4
YYMMDDhhmmss_2.MP4
YYMMDDhhmmss.MP4
YYMMDDhhmmss_2.MP4

・サブカメラの映像ファイル
  日時の後ろに "_2”が付いています

•　上記以外のフォルダが表示される場合が
ありますが、動画、位置情報等には関係
ありません。

お知らせ
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主な仕様
■ 本体

動作温度範囲 －20°C〜+ 60°C

外形寸法（W×H×D） W: 約 101 mm、H: 約 67 mm、D: 約 46 mm
（取付ブラケット取り付け時の高さ 約 109 mm　〜　118 mm）

本体質量（重さ） 約 190 g（microSD カード含む。ブラケット、ケーブル含まず）
電源電圧 DC 5.4V（5〜6V）
消費電流（最大） 2.6 A （電源電圧 5.4 V 時）
加速度センサー レンジ：－ 8 G 〜 +8 G

測位衛星アンテナ 内蔵
（GPS 対応、GLONASS（グロナス）対応、みちびき対応）

記録メディア microSDXC/SDHC カード
8GB〜256GB 対応、Class10（ ）推奨

■ 映像仕様
モニター部

画面サイズ 2.95 型 フルカラー TFT 液晶

カメラ部

映像素子 1/3 型カラー CMOS
有効画素数 約 200 万画素
最大記録画角 水平:約 145 度× 垂直:約 76 度
レンズ 広角、F 値:2.0
録画フォーマット（動画） MP4 （映像:H.264 音声:AAC）
音声記録 ON/OFF 可
HDR ON 固定
フレームレート 27fps（最大）
解像度 1920×1080（最大）

■ DC アダプタ

電源電圧 DC 12V-24V
消費電流（最大） 3.5A （電源電圧　12V 時）

•　仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
•　本書の内容は 2021 年 8 月現在のものです。内容は予告なく変更することがあります。
•　本書に描かれているイラストは、わかりやすくするために誇張・省略があります。また、改

良のため予告なく変更されることがあります。
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ソフトウェアに関する重要なお知らせ
本製品のソフトウェアライセ
ンスについて
•　本機に組み込まれたソフトウェアは、複数の

独立したソフトウェアコンポーネントで構成
され、個々のソフトウェアコンポーネント
は、それぞれに JVC ケンウッドまたは第三
者の著作権が存在します。

•　本機は、JVC ケンウッドおよび第三者が規
定したソフトウェア使用許諾契約に基づくソ
フトウェアコンポーネント(以下、「許諾ソフ
トウェア」)を使用しております。

•　許諾ソフトウェアの中には、フリーソフト
ウェアに該当するものがあり、GNU General
Public License または Lesser General
Public License (以下、「GPL/LGPL」) の
ライセンスが適用される結果、実行可能な形
式のソフトウェアコンポーネントを配布する
際に、当該コンポーネントのソースコードの
入手を可能にすることが求められています。
当該ソースコードの頒布に関しては、以下の
ホームページをご覧いただくようお願いしま
す。
ホームページアドレス
https://www3.jvckenwood.com/download/gpl/index.html
なお、ソースコードの内容等についてのご質
問はお答えしかねますので、予めご了承くだ
さい。

•　運用事業者が組み込んだソフトウェア（当社
のソフトウェアを含む）につきましては、そ
の事業者までお問い合わせください。

•　「GPL/LGPL」の適用を受けない許諾ソフト
ウェアにつきましては、ソースコード提供の
対象とはなりませんのでご了承ください。

•　「GPL/LGPL」に基づいて配布されるソフト
ウェアコンポーネントは無償でお客さまに使
用許諾されますので、適用法令の範囲内で、
当該ソフトウェアコンポーネントの保証は、
明示かつ黙示であるかを問わず一切ありませ
ん。

•　適用法令の定め、または書面による合意があ
る場合を除き、著作権者や上記許諾を受けて
当該ソフトウェアコンポーネントの変更・再
配布を為し得る者は、当該ソフトウェアコン
ポーネントを使用したこと、または使用でき
ないことに起因する一切の損害についてなん
らの責任も負いません。

•　当該ソフトウェアコンポーネントの使用条件
や遵守いただかなければならない事項等の詳
細は、各「GPL/LGPL」をお読みください。

•　本機に組み込まれた「GPL/LGPL」の対象
となるソフトウェアコンポーネントをお客さ
ま自身でご利用いただく場合は、対応するラ
イセンスをよく読んでから、ご利用くださる
ようお願いします。なお、各ライセンスは
JVC ケンウッド以外の第三者による規定の
ため、原文(英文)を本機のディスプレイ内で
表示します。

① ドライブレコーダーの電源を入れる。
②［MENU/OK］ボタンを押す
③ <MENU> ⇒ <システム情報> ⇒

<オープンソースライセンス>と選択する
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アフターサービス
修理に関するご相談は
修理などアフターサービスについては、ご購入先の販売店にお問い合わせください。

修理を依頼されるときは
「故障かな？と思ったら」 （  P.34）を参照してお調べいただき、それでも異常があるときは、
製品の電源をオフにして、ご購入先の販売店にお問い合わせください。

お客さまが登録、設定したメモリー内容がすべて消去されることがあります。あらかじめご了承
ください。

商品に関するお問い合わせ
商品に関するお問い合わせは、ご購入先の販売店にお問い合わせください。
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